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触れるケア・聴くケア

～「生きる」を支える援助～

・・・詳しくは研究会ホームページまで・・・

パネルディスカッション

　医師・歯科医は治療(キュア)の限界で「治せない！患者を救えな
い！」という無力を感じたり、自分のやっていることが無意味に思
えることがあります。これら無力・無意味といった苦しみは、実存
的苦痛(スピリチュアルペイン；自己の存在と意味の消滅から生じ
る苦痛 )に分類されます。スピリチュアルペインは終末期がん患者
だけでなく、日常を生きる医師も体験することがあります。そして
治せなくなった担当患者の苦しみの現場であるベッドサイドに行き
づらくなる現象も報告されています 。しかし、多くの医師・歯科
医は「自分が何に、なぜ、どのように苦しんでいるのか？」という
自覚が乏しく、医療上のジレンマと患者・家族の切迫した苦しみに
直面し、さらにスタッフの「先生何とかして！」の板挟みにあいな
がら、逃げ場のない孤独な対応を迫られることがあります。
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　2025年10月19日に開催される対人援助・スピリチュアルケア研
究会の第18回大会の中で、このテーマのパネルディスカッションを
行います。治療医や緩和ケア医からスピリチュアルペインの体験談
を紹介してもらい、「その苦しみがなぜ生じるのか？」「その対策
はなにか？」をディスカッションします。
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